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Ⅵ-1 説明書 

Ⅵ-1-1 各発電用原子炉施設に共通の説明書 

Ⅵ-1-1-5 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書 

Ⅵ-1-1-5-3 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書（原子炉格納施設） 

 

Ⅵ-6 図面 

8. 原子炉格納施設 

8.1 原子炉建屋 

・第8-2-1-1図 原子炉建物に係る機器の配置を明示した図面（その１） 

・第8-2-1-2図 原子炉建物に係る機器の配置を明示した図面（その２） 

・第8-2-1-3図 原子炉建物に係る機器の配置を明示した図面（その３） 

・第8-2-1-4図 原子炉建物に係る機器の配置を明示した図面（その４） 

・第8-2-1-5図 原子炉建物に係る機器の配置を明示した図面（その５） 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その１） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-1図 原

子炉建物伏図」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その２） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-2図 原

子炉建物伏図、断面図による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その３） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-3図 原

子炉建物矩計図」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その４） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-4図 原

子炉建物壁断面リストによる。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その５） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-5図 原

子炉建物大ばり断面リスト（その１）」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その６） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-6図 原

子炉建物大ばり断面リスト（その２）」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その７） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-7図 原

子炉建物大ばり断面リスト（その３）」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その８） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-8図 原

子炉建物大ばり断面リスト（その４）」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その９） 



 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-9図 原

子炉建物柱断面リスト（その１）」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その１０） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-10図 

原子炉建物柱断面リスト（その２）」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その１１） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-11図 

原子炉建物柱断面リスト（その３）」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その１２） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-12図 

原子炉建物フレーム配筋詳細図（その１）」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その１３） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-13図 

原子炉建物フレーム配筋詳細図（その２）」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その１４） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-14図 

原子炉建物フレーム配筋詳細図（その３）」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その１５） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-15図 

原子炉建物ドライウェル外側壁配筋詳細図」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その１６） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-16図 

原子炉建物床スラブ・小ばり断面リスト」による。】 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その１７） 

【昭和59年2月24日付け58資庁第15180号にて認可された工事計画の添付書類「第7-17図 

原子炉建物鉄骨詳細図（その１）」による。】 

・第8-2-2-1図 原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）構造図（その１８） 

・第8-2-3-1図 原子炉建物機器搬出入口構造図 

・第8-2-3-2図 原子炉建物エアロック構造図（その１） 

・第8-2-3-3図 原子炉建物エアロック構造図（その２） 

・第8-2-3-4図 原子炉建物エアロック構造図（その３） 

・第8-2-3-5図 原子炉建物エアロック構造図（その４） 

・第8-2-3-6図 原子炉建物エアロック構造図（その５） 

・第8-2-3-7図 原子炉建物エアロック構造図（その６） 

・第8-2-3-8図 原子炉建物エアロック構造図（その７） 

・第8-2-3-9図 原子炉建物エアロック構造図（その８） 
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3. 原子炉建屋 

 3.1 原子炉建屋原子炉棟 

名 称 原子炉建物原子炉棟（二次格納施設） 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

・設計基準対象施設 

原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）は，設計基準対象施設として放射性物質の拡散に対す

る障壁（二次格納施設）を形成し，放射性物質の大気への放出を十分低い量に抑制するために

設置する。 

・重大事故等対処設備 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（非常用ガス処理系）として使

用する原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）は，以下の機能を有する。 

 

原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）は，炉心の著しい損傷が発生した場合においても運転

員が原子炉制御室にとどまるために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷により原子炉格納容器内から原子炉建物原子炉棟（二次格納

施設）内に漏えいした放射性物質を，非常用ガス処理系にて排気することにより中央制御室の

運転員の被ばくを低減するため，原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）を流路として使用でき

る設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（原子炉建物水素濃度抑制設

備）として使用する原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）は，以下の機能を有する。 

 

原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）は，炉心の著しい損傷が生じた場合において原子炉建

屋等の水素爆発による損傷を防止する必要がある場合に，水素爆発による当該原子炉建屋等

の損傷を防止するために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷により原子炉格納容器内から原子炉建物原子炉棟（二次格納

施設）内に水素が漏えいした場合において，水素爆発を防止するために設置する静的触媒式水

素処理装置へ水素を導くため，原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）を流路として使用できる

設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

1. 個数の設定根拠 

原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）は，設計基準対象施設として放射性物質の拡散に対す

る障壁を形成し，放射性物質の大気への放出を十分低い量に抑制するために 1個設置する。 

 

原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）は，設計基準対象施設として 1個設置しているものを

重大事故等対処設備として使用する。 

 

（参 考） 

・原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）の設計気密度について 

原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）は放射性物質の大気への放出を十分低い量に抑制する

ため，63Pa の負圧環境下における原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）の空間容積に対する

空気漏えい率を 100％/d とする。 

この空間容積に対する空気漏えい率は島根２号機原子力発電所建設当時における既設プラ

ントの実績に基づく値を採用している。 
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3.2 機器搬出入口 

名 称 原子炉建物機器搬出入口 

個 数 ― 1 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

・設計基準対象施設 

原子炉建物機器搬出入口は，設計基準対象施設として原子炉建物内における点検，補修作業

等の際に機器，資材等を搬出入するために設置する。また，放射性物質の拡散に対する障壁（二

次格納施設）を形成し，放射性物質の大気への放出を十分低い量に抑制するために設置する。 

・重大事故等対処設備 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（非常用ガス処理系）として使

用する原子炉建物機器搬出入口は，以下の機能を有する。 

 

原子炉建物機器搬出入口は，炉心の著しい損傷が発生した場合においても運転員が原子炉

制御室にとどまるために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷により原子炉格納容器内から原子炉建物原子炉棟（二次格納

施設）内に漏えいした放射性物質を，非常用ガス処理系にて排気することにより中央制御室の

運転員の被ばくを低減するため，流路として使用する原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）の

一部として原子炉建物機器搬出入口を使用できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（原子炉建物水素濃度抑制設

備）として使用する原子炉建物機器搬出入口は，以下の機能を有する。 

 

原子炉建物機器搬出入口は，炉心の著しい損傷が生じた場合において原子炉建屋等の水素

爆発による損傷を防止する必要がある場合に，水素爆発による当該原子炉建屋等の損傷を防

止するために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷により原子炉格納容器内から原子炉建物原子炉棟（二次格納

施設）内に水素が漏えいした場合において，水素爆発を防止するために設置する静的触媒式水

素処理装置へ水素を導くため，流路として使用する原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）の一

部として原子炉建物機器搬出入口を使用できる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

1. 個数の設定根拠 

原子炉建物機器搬出入口は，設計基準対象施設として 1個設置する。 

 

原子炉建物機器搬出入口は，設計基準対象施設として 1 個設置しているものを重大事故等

対処設備として使用する。 
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3.3 エアロック 

名 称 原子炉建物エアロック 

個 数 ― 8 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

・設計基準対象施設 

原子炉建物エアロックは，設計基準対象施設として原子炉建物内における点検，補修作業等

の際に使用するために設置する。また，放射性物質の拡散に対する障壁（二次格納施設）を形

成し，放射性物質の大気への放出を十分低い量に抑制するために設置する。 

・重大事故等対処設備 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（非常用ガス処理系）として使

用する原子炉建物エアロックは，以下の機能を有する。 

 

原子炉建物エアロックは，炉心の著しい損傷が発生した場合においても運転員が原子炉制

御室にとどまるために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷により原子炉格納容器内から原子炉建物原子炉棟（二次格納

施設）内に漏えいした放射性物質を，非常用ガス処理系にて排気することにより中央制御室の

運転員の被ばくを低減するため，流路として使用する原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）の

一部として原子炉建物エアロックを使用できる設計とする。 

 

重大事故等時に原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の放射性物質濃度制

御設備及び可燃性ガス濃度制御設備並びに格納容器再循環設備（原子炉建物水素濃度抑制設

備）として使用する原子炉建物エアロックは，以下の機能を有する。 

 

原子炉建物エアロックは，炉心の著しい損傷が生じた場合において原子炉建屋等の水素爆

発による損傷を防止する必要がある場合に，水素爆発による当該原子炉建屋等の損傷を防止

するために設置する。 

系統構成は，炉心の著しい損傷により原子炉格納容器内から原子炉建物原子炉棟（二次格納

施設）内に水素が漏えいした場合において，水素爆発を防止するために設置する静的触媒式水

素処理装置へ水素を導くため，流路として使用する原子炉建物原子炉棟（二次格納施設）の一

部として原子炉建物エアロックを使用できる設計とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

1. 個数の設定根拠 

原子炉建物エアロックは，設計基準対象施設として 8個設置する。 

 

原子炉建物エアロックは，設計基準対象施設として 8 個設置しているものを重大事故等対

処設備として使用する。 
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原子炉建物原子炉棟(二次格納施設)構造図(その18)
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BH-400×400×19×35

補強材

2Ps-16(SN490B)L

補強材 B4

2Cs-150×75×9×12.5(SS400)

注2：特記なき寸法は公称値を示す。

注3：「EL」は東京湾平均海面（T.P.）を基準としたレベルを示す。

注4： ：補強材

注1：寸法は mm を示す。

補強材

4Ls-90×90×10(SS400)
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原子炉建物機器搬出入口構造図
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島根原子力発電所

名 I
称

原子炉建物エアロック構造図（その4)

第8-2-3-5図
| 

第2号機

中国電力株式会社
1702 












